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　安芸高田市では、全国学力・学習状況調査、広島県「基礎・基本」定着状況調査を実施しました。その結果から、
安芸高田市の児童生徒は、基礎的・基本的な学習内容を概ね身に付けていますが、それを活用する問題（特に説明を
する問題）において、小中学校ともに課題があります。（○成果 ●課題）

小
学
６
年
　
国
語
・
算
数

中
学
３
年
　
国
語
・
数
学

○
国
語
Ａ
、
国
語
Ｂ
、
算
数

Ａ
の
内
容
は
、
概
ね
定
着

し
て
い
る
。

●
算
数
Ｂ
で
は
、
式
の
中
の

数
値
の
意
味
を
理
解
し
、

そ
れ
を
記
述
す
る
こ
と
。

●
割
り
算
の
式
の
意
味
の
説

明
を
記
述
す
る
こ
と
。

小
学
５
年

国
語
・
算
数
・
理
科

○
国
語
、
算
数
、
理
科
の
タ
イ
プ

Ⅰ
の
基
礎
的
・
基
本
的
な
内
容

は
、
概
ね
定
着
し
て
い
る
。

●
国
語
タ
イ
プ
Ⅱ
で
は
、
複
数
の

資
料
か
ら
必
要
な
情
報
を
取
り

出
し
そ
れ
ら
を
関
係
付
け
て
論

理
的
に
説
明
す
る
こ
と
。

●
算
数
タ
イ
プ
Ⅱ
で
は
、
目
的
に

応
じ
て
計
算
結
果
を
見
積
も
る

こ
と
。

中
学
２
年

国
語
・
数
学
・
理
科
・
英
語

○
国
語
、
数
学
に
つ
い
て
は
基
礎

的
・
基
本
的
な
内
容
は
、
概
ね

定
着
し
て
い
る
。

●
数
学
タ
イ
プ
Ⅱ
で
は
、
比
例
の

グ
ラ
フ
の
特
徴
に
つ
い
て
、
数

学
的
な
表
現
を
用
い
て
記
述
す

る
こ
と
。

●
理
科
は
、
力
の
関
係
を
図
に
表

す
こ
と
。

●
英
語
は
、
会
話
を
聞
い
て
話
の

要
点
や
概
要
を
把
握
す
る
こ
と
。

○
国
語
Ａ
、
国
語
Ｂ
、
数
学

Ａ
の
内
容
は
、
概
ね
定
着

し
て
い
る
。

●
数
学
Ｂ
で
は
、
式
を
用
い

て
、
問
題
を
解
決
す
る
方

法
を
数
学
的
に
説
明
す
る

こ
と
。

●
２
つ
の
辺
の
長
さ
が
等
し

い
こ
と
を
、
三
角
形
の
合

同
を
利
用
し
て
証
明
す
る

こ
と
。

小学 5年 広島県「基礎・基本」定着状況調査
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中学 2年 広島県「基礎・基本」定着状況調査
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広島県「基礎・基本」定着状況調査では、調査の種類が次のように分かれています。
・タイプⅠ…教科で身につけておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼすなどの基礎的・基本的な内容
・タイプⅡ…教科で学習した知識・技能を実生活や学習の様々な場面に活用する力などに係る内容

※「概ね定着している」とは…平均正答率、平均通過率が 60％を超えていること。
※通過率とは…正答（正しい答え）または準正答（完全な誤りではなく、正答として考えられる答え）であった児童生徒の割合

４月 19日実施

6月 7日
実施 広島県「基礎・基本」定着状況調査広島県「基礎・基本」定着状況調査

全国学力・学習状況調査全国学力・学習状況調査
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郷土を想い　夢と志に向けて　ともに学び続ける人づくり

目標：児童生徒に広島県内トップレベルの学力を身に付けさせる

県平均+10ポイント

目指す学力 １
基礎的な知識及び技能

全国学力・学習状況調査A問題におけ
る正答率及び広島県「基礎・基本」定
着状況調査タイプⅠにおける通過率

県平均+10ポイント

目指す学力 2
習得した知識及び技能を活用し、

課題を解決するために必要な
思考力、判断力、表現力等

平成27年度の回答値から
3～20％UP

目指す学力 3
主体的に学習に取り組む態度

広島県「基礎・基本」定着状況調査に
おける質問紙の学習習慣、学習動機、学
習意欲、「課題発見・解決学習」に関す
る質問事項全国学力・学習状況調査B問題におけ

る正答率及び広島県「基礎・基本」定着
状況調査タイプⅡにおける通過率

協育
郷土に対する

愛着と誇り

学校

家庭地域

・「生きる力」を育む
・開かれた学校づくりの推進など〈学校の役割〉

〈地域の役割〉
・家庭や学校を積極的に支援
・地域の子供たちへの
  積極的な関わり合い　など

〈家庭の役割〉
・家族の絆を基盤とした
　「自己肯定感」の構築

・生活習慣、学習習慣の確立
・社会を生き抜くために必要な躾　など

各種学力調査の活用
・全国学力・学習状況調査、

広島県「基礎・基本」定着状
況調査、安芸高田市総合学
力調査の結果分析を生かし
た授業改善

複数校の協働による
授業づくり

・小中連携を核とした授業研
究の実施

・学習者中心の学びに視点を
置いた、研究協議スタイル
の確立

ICTの活用
・ICT機器の整備
・ICTを活用した授業づくり

研修の充実
・市教委主催研修の充実
・授業研究、授業づくりを
  中心とした研修の実施

・安芸高田教育推進会との
連携
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郷
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安芸高田市の全ての学校において、全ての教職
員がこの「安芸高田市授業づくりスローガン」
を意識しながら授業づくりを進めています。

愛情のある授業をつくります

考えが深まる授業をつくります

基礎・基本を習得し、活用する授業をつくります

対話し、学び合える集団を育てる授業をつくります

互いに見合い、学び合って授業をつくります
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